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眞
實
の
男
性
美
の
具
現
者
で
あ
る
。
L

西
田
幾
多
郎
先
生
は
「
自
豊
に
於
け
る
直
感
ε
反
省
」
の
序
に
於
て

「
此
書
は
余
の
思
索
に
於
け
る
悪
戦
苦
言
の
ド
ッ
キ
ユ
メ
ン
ト
で
あ
る

幾
多
の
紆
蝕
曲
折
の
後
、
余
は
何
等
の
新
し
い
思
想
も
解
決
も
得
な
か

っ
た
ε
言
ひ
得
る
で
も
あ
ら
う
。
蝉
折
れ
矢
導
き
て
降
を
神
秘
の
軍
門

に
請
ふ
た
ざ
い
ふ
畿
を
賜
れ
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
併
し
余
は
兎
に
角

眞
面
目
に
一
度
余
の
思
想
を
清
算
し
て
見
た
。
固
よ
の
大
方
の
測
腎
…
に

供
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
が
，
余
ε
同
様
の
問
題
を
有
し
余
ご
同
様
に

解
決
に
苦
し
む
人
あ
ら
ば
、
此
の
書
縦
何
等
の
光
明
を
與
ふ
る
こ
ご
な

く
こ
も
多
少
の
同
情
を
買
ひ
得
る
で
も
あ
ら
う
。
」
ミ
。

西
田
先
生
に
し
て
此
の
言
あ
り
。
我
々
は
自
ら
の
知
ら
ざ
る
を
知
る
の

境
地
に
も
至
ら
ざ
る
の
遠
き
も
の
で
あ
る
。
だ
が
我
々
は
或
も
の
に
封

ず
る
憧
憬
だ
け
は
持
っ
て
る
る
Q
帥
ち
云
は
ん
、

　
　
我
よ
り
具
な
る
地
は
崇
敬
に
値
す
る
か
な

　
　
地
よ
り
大
な
る
太
陽
は
崇
敬
に
値
す
る
か
な

　
　
太
陽
よ
り
単
な
る
宇
宙
は
崇
敬
に
値
す
る
か
な

自
我
よ
り
大
な
る
道
徳
率
は
崇
敬
に
値
す
る
か
な

道
徳
寒
よ
り
大
な
る
哲
學
は
崇
敬
に
値
す
る
か
な

電
磁
よ
り
大
な
る
紳
は
崇
敬
に
値
す
る
か
な

（
一
四
）

時
計
改
造
の
希
望
に
就
て

工
學
三

井
　
澤
孝
哉

．
近
頃
諸
般
の
生
活
改
善
法
が
洋
の
東
西
に
亙
り
高
唱
さ
れ
つ
、
あ
る

が
鯨
り
時
計
の
改
善
を
云
々
す
る
聲
を
聞
か
な
い
の
は
頗
る
遺
憾
の
事

ミ
思
ふ
。
尤
も
藪
に
改
善
ε
い
ふ
の
は
時
間
の
立
方
に
關
す
る
革
新
で

あ
っ
て
機
械
自
身
の
改
良
の
意
味
で
は
な
い
。
自
分
は
從
來
此
問
題
に

覧
て
折
々
考
へ
て
見
た
の
で
あ
る
が
、
理
論
ご
遭
際
に
差
支
へ
無
い
S

思
ふ
も
の
は
唯
鳳
つ
し
か
見
當
ら
ぬ
か
ら
、
左
に
是
に
就
て
記
載
し
て

扁
般
世
人
の
賛
成
を
得
ん
こ
ε
を
切
に
望
む
も
の
で
あ
る
。

　
從
來
の
時
間
の
立
方
師
ち
一
日
が
二
十
四
時
間
で
一
時
聞
が
六
十
分

ミ
い
ふ
様
な
遣
り
方
は
之
は
黒
く
四
千
年
の
昔
に
バ
ビ
ロ
ン
の
天
文
家

に
因
て
創
め
ら
れ
夷
も
の
で
あ
る
。
郎
ち
日
出
か
ら
日
浸
ま
で
を
十
二

時
に
分
ち
、
日
没
か
ら
日
出
ま
で
を
同
く
十
二
時
に
分
け
た
の
で
あ
る

其
結
果
自
然
↓
書
夜
が
二
十
四
時
ミ
成
っ
た
の
で
あ
る
が
，
然
し
之
は

後
の
事
で
始
め
か
ら
一
書
夜
を
二
十
四
時
に
分
け
た
繹
で
は
無
い
の
で

あ
る
。
故
に
バ
ビ
ロ
ン
人
の
立
て
た
時
間
の
立
方
は
十
二
進
法
及
び
六

十
進
法
で
あ
る
が
、
然
し
六
十
進
法
は
十
二
進
法
が
出
叢
れ
ば
自
か
ら

生
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
軍
に
十
二
進
法
で
あ
る
ミ
云
ふ
て
も
よ
か

ら
う
。
元
來
人
類
の
智
識
が
幼
稚
で
あ
っ
た
時
分
に
は
物
を
教
へ
る
に
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は
小
供
の
様
に
矢
張
り
指
を
折
っ
て
歎
へ
た
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
指

の
藪
は
天
地
開
演
の
時
代
で
も
猴
今
日
の
如
く
十
本
で
あ
っ
た
か
ら
、

藪
に
十
進
法
が
生
れ
た
課
で
あ
る
。
今
日
の
記
撒
法
か
十
進
法
で
あ
る

の
は
尼
崎
め
で
あ
る
。
斯
の
如
く
最
初
か
ら
十
進
法
で
あ
る
な
ら
ば
、

其
後
十
二
進
法
な
さ
が
如
何
に
し
て
出
來
た
か
ε
云
に
、
是
は
古
代
の

人
の
理
智
が
進
ま
な
か
っ
た
事
か
ら
來
た
の
で
、
帥
ち
尊
位
以
下
の
分

け
方
を
コ
ン
マ
一
．
ミ
か
、
コ
ン
マ
ニ
ε
か
，
い
ふ
の
は
後
世
い
進
む
だ

や
り
方
で
、
上
古
の
人
は
睾
位
よ
り
小
な
る
も
の
は
極
位
の
二
分
一
、

三
分
“
、
四
分
て
三
云
ふ
風
に
量
っ
た
の
で
あ
ろ
。
所
で
二
三
四
の
公

倍
激
は
十
二
で
あ
る
か
ら
、
十
二
進
法
な
ら
ば
何
れ
の
歎
で
も
割
軌
切

れ
て
便
利
で
あ
る
。
之
が
十
二
進
法
の
起
原
で
あ
る
。
此
の
如
く
十
二

進
法
は
實
最
上
十
進
法
よ
り
も
便
利
な
の
で
あ
る
が
、
奈
何
せ
ん
今
日

の
記
敷
法
が
十
進
法
に
成
っ
て
居
る
か
ら
、
十
二
蓮
法
は
行
は
れ
難
い

の
で
あ
る
。
若
し
指
の
藪
が
初
め
か
ら
十
二
本
で
あ
れ
ば
都
合
よ
く
十

二
進
法
に
成
っ
た
の
で
あ
る
が
、
十
本
し
か
無
い
の
が
悪
か
っ
た
の
で

あ
る
Q
つ
ま
り
造
物
主
の
失
策
で
あ
る
。
然
ら
ば
今
後
十
進
法
を
止
め

て
全
然
十
二
進
法
に
憂
更
し
得
る
か
ぐ
）
云
に
、
之
は
今
日
，
こ
成
っ
て
は

言
ふ
べ
く
行
ふ
べ
か
ら
ざ
る
理
想
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
亦
そ
ん
な
に
す

る
程
の
必
要
も
な
い
の
で
あ
る
。
十
進
法
で
充
分
結
構
で
あ
る
。
腱
で

十
進
法
ミ
云
事
に
な
る
一
こ
今
後
差
當
り
不
都
合
な
の
は
師
ち
從
來
の
バ

ビ
ロ
ン
式
の
時
計
で
あ
る
。
今
日
箪
に
午
前
午
後
の
構
を
慶
し
て
二
十

四
時
式
に
改
め
よ
う
ミ
云
ふ
向
き
も
大
分
あ
る
が
．
然
し
そ
ん
な
姑
息

な
事
を
や
っ
て
も
，
こ
れ
丈
の
便
宜
が
あ
ら
う
。
そ
ん
な
末
端
な
事
を
議

す
る
よ
・
り
も
吋
暦
大
奮
期
し
て
四
千
年
來
の
改
革
を
や
る
が
よ
い
。
・
然

ら
ば
今
後
理
想
に
近
い
時
計
否
時
間
の
立
方
は
如
何
に
定
め
た
ら
良
い

か
，
こ
云
に
大
艦
左
の
條
件
を
具
備
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
第
一
、
換
算
に
便
な
ろ
爲
め
可
及
的
十
進
法
に
準
ず
べ
き
事

　
第
二
、
時
計
盤
面
の
度
盛
り
が
細
密
な
ら
ざ
る
事

　
第
三
、
指
針
が
時
針
、
分
針
、
秒
針
ミ
母
様
に
あ
れ
ば
之
等
の
針
は

　
　
　
　
相
互
に
充
分
奴
力
あ
る
こ
ご
（
無
く
て
も
濟
む
様
な
針
の
な

　
　
　
　
い
事
）

　
第
四
、
最
小
の
三
位
を
秒
ミ
せ
ば
此
秒
は
雲
斗
の
如
く
矢
張
の
樂
に

　
　
　
　
口
唱
し
得
る
程
の
適
當
の
大
さ
を
有
す
べ
き
事

　
第
五
，
時
間
の
立
方
が
吾
人
日
常
の
生
活
に
關
し
合
理
的
に
し
て
且

　
　
　
　
便
利
な
る
事

以
上
の
中
第
二
の
度
盛
り
の
細
密
を
嫌
ふ
の
は
誤
讃
を
恐
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
時
計
の
針
は
盤
面
に
接
着
し
て
廻
る
の
で
な
い
か
ら
、
度
盛
り
．

が
細
か
で
あ
る
ぐ
」
視
差
帥
ち
見
る
方
向
に
依
て
一
度
位
易
く
間
違
ふ
事

に
な
る
。
猶
又
普
通
家
庭
用
の
時
計
な
，
ご
は
、
針
が
少
し
宛
何
方
へ
も

ガ
タ
く
す
る
か
ら
、
度
盛
を
細
か
に
す
る
の
は
何
の
意
味
も
爲
．
さ
ぬ

事
に
な
る
。

　
理
論
上
は
時
間
の
立
方
は
さ
、
）
で
も
出
來
や
う
が
、
實
際
的
に
考
へ

（
一
五
）
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る
，
こ
そ
う
勝
手
に
は
行
か
ぬ
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
十
進
法
や
百
進
法
に

せ
ば
幅
番
良
い
様
で
あ
る
が
、
第
二
第
三
第
四
の
條
件
を
満
足
せ
ぬ
か

ら
結
局
駄
目
で
あ
る
（
其
理
由
は
筆
者
自
か
ら
や
っ
て
見
れ
ば
分
る
）
自

分
が
之
迄
に
考
へ
た
の
で
は
次
の
様
に
す
る
の
が
一
番
良
い
ミ
思
ふ
。

帥
ち

　
　
一
書
夜
を
四
十
時
間

　
　
蝋
時
間
を
五
＋
分

　
　
一
分
を
五
十
秒

に
分
つ
の
で
あ
る
。
從
て
一
書
夜
は
分
に
し
て
二
千
分
、
秒
に
し
て
正

に
十
萬
秒
で
あ
る
。
漸
近
の
一
書
夜
が
千
四
百
四
十
分
、
八
萬
六
千
四

百
秒
ε
い
ふ
の
に
比
し
て
甚
だ
簡
明
で
あ
る
。
又
上
の
如
く
定
め
た
一

時
間
は
從
來
の
三
十
六
分
に
當
る
の
で
あ
る
。
叉
分
は
四
十
三
秒
餓
に

な
り
、
秒
は
コ
ン
マ
八
六
四
秒
に
な
る
の
で
あ
る
。
時
間
の
立
方
は
斯

の
如
く
で
時
計
面
は
一
か
ら
十
迄
で
其
一
魑
蓬
を
夏
に
五
等
分
す
る
か

ら
盤
面
は
五
十
に
分
た
れ
る
の
で
あ
る
。
又
秒
針
の
度
盛
り
も
同
く
五

．
十
に
分
け
る
斯
く
し
て
讃
み
方
は
從
來
の
時
計
の
如
く
矢
張
り
何
時
何

分
何
秒
ミ
讃
む
の
で
あ
る
。
然
か
し
之
は
精
密
な
博
間
仕
事
を
す
る
揚

重
で
、
普
通
一
般
に
は
秒
は
要
ら
な
い
か
ら
旧
時
澗
以
下
は
時
針
の
示

す
ま
、
．
に
｝
時
間
の
百
分
一
説
讃
取
る
の
で
あ
る
。
故
に
時
間
の
立
方

は
十
進
法
で
は
な
い
が
、
一
般
の
立
方
は
十
進
法
其
儘
で
あ
る
。
そ
し

て
午
前
午
後
の
構
を
慶
め
て
一
時
か
ら
四
十
時
迄
敷
へ
る
の
で
あ
る
。

（
一
六
）

然
る
に
時
計
面
は
一
か
ら
＋
迄
で
あ
る
か
ら
時
計
面
を
見
た
丈
で
は
何

十
何
時
で
あ
る
か
分
ら
な
い
様
に
思
は
れ
る
が
、
正
子
帥
ち
弓
隠
が
零

時
で
朝
日
出
撃
が
十
時
で
、
正
午
が
二
十
時
，
夕
方
日
母
野
が
三
十
時

ε
云
風
に
な
っ
て
居
る
か
ら
少
し
も
紛
は
し
い
事
は
な
い
の
で
あ
る
。

且
つ
嚇
書
夜
を
十
時
間
宛
四
段
に
分
け
で
あ
る
か
ら
大
攣
定
り
が
よ
い

十
時
よ
り
三
十
時
迄
は
活
動
の
時
間
で
三
十
時
よ
り
十
時
迄
は
休
息
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
間
で
あ
る
。
朝
起
き
る
に

1
／o

2
　
　
3

卜＼（／

　
〆

釦
　
。

グ

．（o
6

も
十
時
迄
に
起
き
な
い
ε
朝

、
寝
坊
に
加
入
し
た
事
に
な
る

又
夕
方
時
計
が
十
時
を
打
つ

迄
に
書
の
仕
事
を
終
へ
て
後

は
一
家
芝
蘭
木
－
こ
な
る
Q
そ
こ

で
十
時
打
っ
て
も
檀
那
が
蹄

ら
な
い
ε
奥
さ
ん
の
機
・
嫌
が

斜
め
に
な
る
。
こ
ん
な
風
で

期
せ
ず
し
て
士
民
一
様
に
能

く
時
間
遵
守
を
働
行
ず
る
様
に
な
る
。
之
が
生
活
改
善
の
第
一
歩
で
あ

ら
う
。
鍔
際
に
此
種
の
時
計
を
使
ひ
毒
し
た
ら
，
最
早
や
暴
力
の
不
便

な
時
計
（
ミ
嵌
て
は
早
過
ぎ
る
か
も
知
れ
ぬ
か
）
は
到
底
使
へ
な
く
な
る

の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
一
偉
そ
う
い
ふ
時
計
に
改
め
や
う
ミ
會
議
に
上

せ
て
も
蕉
慣
を
破
る
事
は
坦
々
實
行
六
ケ
愛
い
。
然
か
し
吾
々
杜
會
の
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先
壁
者
が
率
先
し
て
用
ゐ
出
し
だ
ら
追
々
ボ
ツ
轟
々
に
櫨
ま
う
に
蓮
ひ

な
い
。
斯
し
て
途
に
一
般
肚
會
に
及
ぼ
す
事
は
強
ち
難
事
で
は
無
か
ら

ラ
。
．
そ
こ
で
自
分
は
先
づ
本
誌
の
三
図
者
に
向
っ
て
是
非
試
み
ら
れ
ん

事
を
お
薦
め
す
る
次
第
で
あ
る
。
其
れ
に
は
古
い
時
計
を
買
ひ
求
め
て

所
要
の
も
の
に
射
直
す
が
よ
い
。
先
づ
短
針
．
こ
長
針
の
速
さ
の
割
合
が

嚇
ぐ
」
十
二
で
あ
る
の
を
一
ε
十
に
改
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
是
に
は
二
針
を

蓮
蒸
す
る
歯
車
の
歯
藪
を
攣
回
せ
ば
良
い
。
器
用
な
入
は
自
分
で
や
っ

て
見
る
が
よ
い
。
次
に
蓮
韓
を
早
め
る
に
は
振
子
時
計
な
ら
ば
，
振
子

の
長
ざ
を
短
く
し
た
り
、
玉
の
目
方
を
輕
く
し
た
り
し
て
、
兎
に
角
三

十
六
分
で
長
針
が
一
周
す
る
様
に
直
せ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
甚
振
り
の

時
計
な
ら
ば
輪
の
目
方
を
大
凡
露
分
位
に
論
り
落
す
か
よ
い
。
そ
し
て

後
は
ゼ
ン
マ
イ
の
長
さ
を
加
減
し
て
丁
度
三
十
六
分
の
聞
…
に
合
す
の
で

あ
る
。
斯
く
せ
ば
慶
物
に
等
き
時
計
が
忽
ち
四
千
年
の
蕎
慣
を
突
破
し

た
最
新
式
の
も
の
に
早
攣
り
す
る
。
自
分
は
已
に
一
個
試
み
て
現
に
壁

間
に
カ
チ
く
吝
い
て
居
る
。
生
活
改
善
の
一
助
．
こ
し
て
趣
味
ミ
か
文

化
ざ
か
を
喋
々
す
る
子
壷
は
手
つ
か
ら
遣
っ
て
見
ら
れ
る
の
も
興
深
か

き
事
ミ
信
ず
．
る
。
（
完
）

　
　
　
あ
る
古
い
日
時
計
の
銘
－

暗
に
飛
び
去
る
，
日
1
1
登
る
、
起
し
て
影
に
傾
く
、

暗
存
し
て
去
ら
し
め
よ
、
覗
よ
！
　
愛
に
凡
て
の
上
に
あ
リ
！

小
遊
星
エ
ト
ラ
の
蚕
業
見

（
及
び
ワ
ト
ソ
ン
の
小
津
マ
」
業
績
）

山
　
本
　
一

清

　
此
の
頃
、
天
文
杜
會
で
興
味
あ
る
事
實
は
小
遊
星
エ
ト
ラ
（
諺
。
け
窪
帥
）

が
嚢
見
さ
れ
た
く
」
じ
ふ
こ
ミ
で
あ
ろ
。
こ
の
エ
ト
う
く
」
い
ふ
小
遊
星
は

今
か
ら
丁
度
五
十
年
以
前
帥
ち
一
八
七
三
ヰ
の
六
月
十
三
日
、
米
國
、
ζ

シ
ガ
ン
州
ブ
ン
、
ア
ー
ボ
ア
天
文
善
果
J
c
ワ
ト
ソ
ン
が
蛇
遣
座
ク
シ

星
の
直
ぐ
南
あ
労
り
を
逆
行
（
西
行
）
し
て
み
る
の
彫
獲
離
し
た
の
が
最

初
で
、
漁
れ
は
早
く
隊
洲
へ
も
電
報
で
知
ら
さ
れ
、
佛
國
マ
ル
セ
イ
ユ

天
丈
皇
で
も
同
月
十
七
日
か
ら
一
週
間
の
間
観
測
さ
れ
土
が
．
嚢
見
者

ワ
ト
ソ
ン
は
干
れ
を
七
月
五
日
ま
で
観
測
し
つ
草
け
た
。
さ
て
濡
れ
は

小
遊
星
ε
し
て
は
第
百
三
十
二
番
目
の
星
で
、
エ
ト
ラ
ミ
い
ふ
名
を
付

け
ら
れ
、
ワ
ト
ソ
ン
自
身
が
其
の
軌
道
の
計
算
を
し
て
、
叫
八
七
四
年

八
月
の
始
め
再
び
此
の
星
が
衝
の
位
置
に
來
て
、
観
測
が
好
都
合
に
な

る
時
機
の
観
測
者
の
た
め
に
精
し
い
推
算
表
を
獲
表
し
、
扁
彦
星
者
の

観
測
を
促
し
た
。
蓋
し
同
年
（
一
八
七
四
年
）
の
七
月
か
ら
ワ
ト
ソ
ン
は

金
星
観
測
の
た
め
支
那
の
北
京
へ
還
征
す
る
筈
で
、
其
の
た
め
，
自
分

・
こ
し
て
は
此
の
星
の
観
測
を
績
行
ず
る
こ
ご
は
不
可
能
・
こ
思
は
れ
た
。

　
し
か
る
に
、
不
思
議
に
も
此
の
エ
ト
ラ
星
は
其
①
年
に
は
世
界
牢
の

（
一
七
）


